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公開シンポジウムr21世紀日本における学術の展望」
2010年4月5日， 日本学術会議日本の展望委員会から「日本の展望一一学術からの提言
2010J 1) (以下， r提言.1 )が公表されました。 この「提言」は， 学術とは何かという原点
的問題から出発し， 社会的課題の解決および学術の営みについて言及しながら， 21 世紀
の日本における学術のあり方について提言したものです2)。
日本学術会議第一部部長でもある広渡清吾室員が日本の展望委員会副委員長を務めら



























1) htt p://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/ pdflkohyo-21-tsoukai. pdf 





政の協力強化， ③学術からの発信の大幅強化を提示されましたO そして， 学術というも





報告をされ， 持続可能な社会をどう築くかについて， 提言の内容を踏まえて， 広い観点
からお話しいただきました。
藤田英典氏(立教大学教授)は， r21世紀の課題としての知と教養の再構築」として， r知
と教養の再構築」は， 異質性の許容と相互信頼・ 協力・ 協働ということを前提にしない





とで， アジアにおいて， 互いに啓発をする， そして協働するという原則に基づいて， 交
流を促進する必要があると提言され， こういう中で， 学術がアジアにおける知的交流と
知的活動のネットワークを積極的に展開する必要と その意義は大変大きいと言わなけ
ればならないとされました。 そして， 多様な生き方を前提として， 誰もが参加する持続
可能な社会にするためには 組み合わせ方の対応をすることであるとまとめられました。
五氏の報告を受け， 福島利夫氏(専修大学教授)と坂本武憲氏(専修大学教授 ・ 法学




の司会で進められ， 海部氏， 鷲谷氏， 藤
田氏， 大沢氏が福島教授， 坂本教授のコ
メントを受けて討論を行い， 聴衆も参加
しての質疑応答では 新しい公共観ある
いは市民観に基づく新しい市民教育， あ
るいは大学における教養教育の具体的な
制度の改革などについて活発に意見交換
がなされました。
4)坂本学部長のコメントについては， 本号4頁参照
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